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要　　　約
父島では、クマネズミ（Rattus rattus）に寄生する広東住血線虫（Angiostrongylus 
cantonensis）の寄生率が近年低下した。しかし母島では、クマネズミとドブネズミ（R. 
norvegicus）の両種とも、寄生率の低下は確認されなかった。父島で確認された寄生率の
低下は、広東住血線虫の主要な中間宿主であるアフリカマイマイ（Achatina fulica）の生
息数減少と符合する。
Ⅰ．はじめに
広東住血線虫（Angiostrongylus cantonensis）はクマネズミ（Rattus rattus）やドブネズ
ミ（R. norvegicus）などが終宿主となり、陸産貝類などが中間宿主になって生活環が成り
立つ。ネズミを通して第 1 期幼虫が排出され、これが中間宿主に取り込まれて感染型の第
3 期幼虫に成長する。これがヒトに感染すると、幼虫移行症による好酸球性髄膜脳炎等を
引き起こす（Cowie, 2013）。
小笠原諸島では、1930 年代に広東住血線虫がアフリカマイマイ（Achatina fulica）と共
に持ち込まれ、父島、母島本島とその属島、および兄島に分布を広げた（堀ら、1973、
1974；Yabe & Matsumoto, 1982；岡、1991；金沢ら、1984；鈴木ら、2004；矢部ら、
2008；Tokiwa et al., 2012, 2013）。しかし父島では 1986 年からアフリカマイマイが減少し、
固有種を含むその他の陸産貝類の減少も危惧されている（竹内、1991；Ohbayashi et al., 
2005, 2007；大林・竹内、2007）。ただしこの減少は母島では確認されていない（大林・竹
内、2007）。そこで、陸産貝類の減少が、ネズミにおける広東住血線虫の寄生率にどのよう
な影響を与えているか、父島と母島について比較してみた。
Ⅱ．材料と方法
父島については 2011 ～ 2017 年の調査で得られた資料と、それ以前に発表された文献と
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をあわせて比較した。また、母島については 2014 年の調査で得られた資料と、それ以前に
発表された文献とをあわせて比較した。カゴ罠で捕獲したネズミの胃、および心臓と肺臓
を摘出し、10％ホルマリン液に保存し、後日、実体顕微鏡下で剖検しながら、心臓と肺臓
からは広東住血線虫の検出を試み、胃は胃内容物の検出に供した。胃内容物分析は矢部
（2014）に従い、内容物を茶こしに入れて水道水で洗浄したのち、5 mm の格子模様の付い
たペトリ皿に展開して各内容物の容量を測定した。広東住血線虫の寄生率の有意差につい
ては、中里・武田（1965）に従い、二項確率紙の R 尺を用いて検定した。
なお、父島にはクマネズミが生息するがドブネズミは生息せず、母島本島には両種が生
息し、母島属島（向島、平島、姪島、姉島、妹島）にはドブネズミのみが生息する（Yabe 
& Matsumoto, 1982；矢部、2006；Yabe et al., 2017）。したがって父島についてはクマネズ
ミのみを、母島列島についてはクマネズミのほかにドブネズミも検討の対象とした。
Ⅲ．結果と考察
表 1 に父島のクマネズミに見いだされた広東住血線虫の寄生率を示す。表 1 には堀ら
（1973）、Yabe & Matsumoto （1982）、および岡（1991）を含む 9 件の調査事例による寄生
率を示した。寄生率は、堀ら（1973）では 7.5%、Yabe & Matsumoto（1982）では 39.6% で
あったが、1990 年以降 2017 年までは 9.5％以下の状況が続いた。これらの寄生率について
二項確率紙により有意差を検定すると、案分線（332：49）から最も遠く離れた実測点まで
の距離の和が 30 + 25 = 55 mm となり、これは N = 9（P = 0.05）の R 値 21.7mm よりも大
きく、したがって有意差のあることを示した。しかし、1977-79 年の値（Yabe & Matsumoto, 
1982）を除くと、案分線（273：11）から実測点までの距離の和が 14 + 6.5 = 20.5 mm とな
り、これは N = 8（P = 0.05）の R 値 21.2 mm よりも小さく、したがって有意差は認められ
なかった。この結果は、1977-79 年の寄生率のみが有意に高く、この年以降は低下したこと
を示す。ただし、堀ら（1973）の調査時に寄生率が低かった理由は明らかでない。
表 1　父島のクマネズミにおける広東住血線虫寄生率の年変化
住血線虫 1971-72 1） 1977-79 2） 1990 3） 2011 2013 2014 2015 2016 2017
陰性 74 59 21 19 15 50 30 33 31
陽性 6 38 2 2 0 0 1 0 0
計 80 97 23 21 15 50 31 33 31
寄生率（%） 7.5 39.2 8.7 9.5 0 0 3.2 0 0
1）堀ら（1973）
2）Yabe & Matsumoto （1982）
3）岡（1991）
矢部・港・中島・橋本：父島のクマネズミにおける広東住血線虫の寄生率低下
― 107 ―
母島における寄生率を見ると、母島本島のクマネズミでは 1979 年（Yabe & Matsumoto, 
1982）に 44%（4/9）、2014 年に 26%（5/19）となった。これらの有意差を検定すると、案
分線（19：9）から実測三角形（5、4）と（14、5）までの距離の和が 3.5 + 3.0 = 6.5 mm と
なり、これは N = 2（P = 0.05）の R 値 13.4 mm よりも小さく、したがって有意差は認め
られなかった。なお、堀ら（1974）による 1973 年の調査ではクマネズミが捕獲されていな
い。
母島のドブネズミでは、1979 年に 2 頭中 1 頭に（Yabe & Matsumoto, 1982）、2014 年に
は 4 頭中 4 頭に広東住血線虫が見いだされた。この場合、案分線（1：5）から実測三角形
（1、1）と（0、4）までの距離の和は 8.0 + 5.0 = 13.0 mm となり、これは N = 2（P = 0.05）
の R 値 13.4 mm よりも小さく、したがって有意差は認められなかった。なお堀ら（1974）
では、アフリカマイマイから第 3 期幼虫が検出されたにもかかわらず、35 頭のドブネズミ
から広東住血線虫は検出されなかったが、不検出の理由は明らかでない。これとは異なり、
母島属島では 2010 年に 90.2%（46/51）の高い寄生率が記録された（Tokiwa et al., 2013）。
以上の結果から、母島本島の場合には、クマネズミでもドブネズミでも 1979 年以降におけ
る広東住血線虫の寄生率に低下傾向は認められなかった。
父島では 1986 年にアフリカマイマイが減り始めたが（竹内、1991）、その一因は、陸産
貝類の天敵であるニューギニアヤリガタリクウズムシ（Platydemus manokwari）の侵入に
よると推測されている（大林、2006；Ohbayashi et al., 2005, 2007）。本種の父島への侵入
は 1990 年代前半に指摘され 1995 年に確認されたが、父島以外へは拡散していない（大林、
2006；大林・竹内、2007；Ohbayashi et al., 2007）。アフリカマイマイと共に、固有種を含
むその他の陸産貝類も減少したと推測されている（大林、2006；Ohbayashi et al., 2005, 
2007）。したがって父島で 1990 年以来確認された広東住血線虫の寄生率の低下は、ニュー
ギニアヤリガタリクウズムシの侵入によって、中間宿主の陸産貝類が減少したことが一因
であろう。一方，母島の場合、ニューギニアヤリガタリクウズムシの侵入していないこと
が寄生率の変化していない要因になっていると思われる。
陸産貝類は、クマネズミの胃内に 1977 年には父島 2.3%（1/43）の頻度で、1979 年には父
島と母島を合わせた結果であるが、11.4％（4/35）の頻度で出現した（Yabe & Matsumoto, 
1982）。しかし、2011-17 年には父島で得られた 32 頭の胃内に全く見いだされなかった。こ
れは陸産貝類が 1977-79 年に豊富であったが 2011 年以降は減少したことを示唆する。ただ
し母島列島では、本島と属島で得られた計 71 頭のドブネズミの 72% に広東住血線虫が検
出されたにもかかわらず、空胃を除く 21 頭の胃内から陸産貝類が全く検出されていない
（Yabe et al., 2017）。これは、広東住血線虫の寄生率と胃内容物における陸産貝類の出現頻
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度が必ずしも同調しないことを示す。
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